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秋秋ののキキャャンンペペーーンン開開始始  

  
                
  

                  

  
  
  
  
  
  
  
  
    
  

  
  
  

ノノーーカカーーボボンン紙紙「「NNCCRR」」  
  

 

 

スギウラ株式会社  027-361-5808 
 

第 12 回の今回は、防災関連グッズ

の紹介です。 
災害はいつやってくるかわからな

いのでその備えとしていかがでしょ

うか。 
まず以前、紹介させていただいた、

軽くてコンパクトに収納ができる『緊

急用簡易担架レスキューボード』です。

紙製特殊繊維ボードでできており、重

さは約 3.5kg と大変軽く持ち運びも

楽にできます。普段は折りたたんで収

納することができるので場所をとら

ず、使用時は 180 ㎝×73 ㎝の大きさ

に展開できます。展開すると製品本体

に取扱説明書が印刷されていますの

で、説明が無くてもすぐに使用するこ

とができます。 
 
２点目は、断水時のリスク対応のた

めの『災害時応急受水用袋』です。本

体は PE（ポリエチレン）でできてお

り、１人の人間が１日に最低限必要な

飲み水の量である３ℓまで水を入れら

れるようになっています。 
レスキューボードと同様に製品本

体に取扱説明書が印刷されています

ので、説明が無くてもすぐに使用する

ことができます。 
 
3 点目は『災害・レジャートイレ 

プルマル』です。いつでもどんなとこ

ろでも気軽に使用でき、人にも環境に

も優しい、段ボール製の組み立て式簡

易トイレです。 
使い方は、折りたたみのできる段ボ

ール製の本体を組み立て、巾着式の蓄

便袋をセットして使用します。 
使用後に便や尿に、付属の便凝固殺

菌剤を使用し、巾着式の蓄便袋は紐を

結ぶことで嫌な臭いを外に漏らさな

いようにできます。別売りで予備の蓄

便袋もございます。 

４点目は『モーリアンエコポット』

（湯沸し折り紙ボックス）です。火を

使わずにペットボトル(500ml)の水を

約20分で80℃のお湯にできる商品で

す。オール紙製の加熱容器で、災害時

やアウトドア用に便利です。紙製なの

で後始末も簡単で環境にやさしい商

品です。 
使い方は、まず付属の加熱容器の折

り紙を、立体になるよう折り目に沿っ

て、傘をたたむように折りこみます。

そして中箱にセットし、付属の発熱剤

を入れ、ペットボトルをセットした

後、約 80ml の水を加え中箱の蓋を閉

めます。すると蒸気が出始めて加熱が

始まりますので、蒸気がおさまるまで

お待ちください。蒸気が出なくなった

ら加熱完了です。発熱材は 3 袋入って

いますので、ペットボトル 3 本分の加

熱が可能です。 
 
災害関連グッズは、災害時だけでな

く普段の生活のなかで起きる緊急事

態にもすばやく対応することができ

ますので、常備されることをお勧めし

ます。 
 
商品の詳細に関しては弊社の担当

営業か、営業２課までお気軽にお問い

合わせください。 
 

（お） 
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お気付きの点や質問、

疑問などありましたら、

ご遠慮なく営業または、

下記までお問合せくだ

さい。 

 

お問合せ 

メールアドレス 

sg-kabasawa 

@kamisugiura.co.jp 

 

特 集 

 

・ 秋のキャンペーン開

始 

 

・ ノ ー カ ー ボ ン 紙

「NCR」 

 

・ 防災意識を高めよう 

 

・ ２課商品案内⑫ 

 

 日中の暑さの中にも、秋を感じら

れるようになってきましたね。9 月に

なりました。私の家は赤城のふもと

にあるせいか、最近は朝夕の冷え込

みが強くなってきました。布団が気

持ちいいです。まだ残暑を感じる日

もあるのでしょうが、先月号に書い

た予告「厳しい残暑が続いている」

は、ひとまず回避できたものと思い

ます。なによりです。 
 
 秋といえばコスモス、彼岸花とい

った秋の花。そして紅葉です。ある

お客様から伺った話ですが、紅葉を

見るのは朝が良いようです。なぜな

ら紅葉した葉は、日に当たって中の

水分が出ていくにつれて萎んでいっ

ています。そのため、朝露を多く含

んだ時間であれば、葉が大きく開き、

きれいに見えるのだそうです。 
金精峠や谷川岳、秩父の銀杏など、

紅葉狩りするスポットはたくさんあ

りますね。少し早起きして、渋滞に

なる前に出かけてみてはいかがで

しょうか。皆さん、気分を高揚させ

て紅葉を見に行こうよう、です。今、

とても面白いことを書きました。 
 
 さて、9 月 1 日より 3 ヶ月間の秋

のキャンペーンが始まりました。三

菱製紙の上質紙「金菱」、A2 マット

コート「ニューV マット」、ノーカ

ーボン紙「NCR スーパー」の 3 銘

柄を、是非、ご贔屓頂ければ幸いで

す。 
 また、年末年始に向けたカレンダ

ーや手帳、年度末の卒業証書などの

準備も忙しくなってくるころだと

思います。その際も、是非弊社にお

声掛けいただけますようお願い申

し上げます。 
（Ｋ） 

 カーボンを使用しない感圧記録

紙であるノーカーボン紙は、1953
年にアメリカの NCR 社（National 
Cash Register Co.,ltd. 現 Appleton 
Papers,Inc）により発明されました。

その後、約 10 年が経ってから日本

で生産販売が始まり、経済発展とコ

ンピュータの普及、OA 化によって

急速に普及していきました。三菱製

紙は 1963 年 10 月 1 日に、NCR 社

との「ノーカーボン紙技術提携に係

る政府認可」を受け、2013 年の今

年、50 周年を迎えるに至りました。 
 
 では、改めてノーカーボン紙とは

どんな紙なのかをご説明します。 
多くは伝票や申込用紙に利用さ

れる複写用紙です。名前の通りカー

ボンを使用しておらず、発色剤と顕

色剤の反応によって発色し複写さ

れる特殊な紙です。ちなみに、日本

語ではノーカーボン紙と呼ばれま

すが、英語では Carbonless Copy 
Paper（カーボンレス・コピー・ペ

ーパー）と呼ばれています。 
 
 NCR には、原紙の裏に発色剤の

入ったマイクロカプセルを塗布し

た上用紙、原紙の表に顕色剤を塗布

し裏に発色剤の入ったマイクロカ

プセルを塗布した中用紙、原紙の表

に顕色剤を塗布した下用紙の 3 種

類があります。 
 発色の仕組みは次のとおりです。 

 
（2 ページへつづく） 



 
 

  

  

  
 

 

 

 

 

  

 

      

 

上用紙 

                  ←原紙 

         ←発色剤 

          

 

中用紙 

                  ←顕色剤 

         ←原紙 

         ←発色剤 

          

下用紙 
                  ←顕色剤 

                  ←原紙 

           

           

   発色剤と顕色剤が反応し、発色した部分   

           

           
 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災意識を高めよう 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

（1 ページ目からのつづき） 
上用紙と中用紙、または上用紙と下用紙を重ねて、紙の上から一定以上の圧力をかけます。鉛筆や

ボールペンなどで、気持ち強めの筆圧を加えれば十分な圧力です。（注：複写枚数の多い場合はかな

りの圧力が必要になります。）すると、圧力をかけた部分の原紙の裏面に塗布してあるマイクロカプ

セルが割れて、中の発色剤が中用紙または下用紙の表に塗布してある顕色剤と反応して発色します。

個人的に、こんな技術が 60 年も前からあったということに驚きます。 

 ただ、ノーカーボン紙の苦手とすることもあ

ります。 
●水に弱いこと。 

水に濡れることで発色剤と顕色剤の反応が薄

まり、複写した文字が消えてしまう可能性があ

ります。そのため、保管する場合は湿度の高い

場所を避けてください。（もっとも、これはノー

カーボンに限った話ではありませんが。） 
●圧力に弱いこと。 

圧力によって発色するため、意図していない

圧力にも発色してしまう可能性があります。そ

のため、使用未使用に関わらず、取り扱いには

注意が必要です。 
●保存期間が短いこと。 

発色後きれいに複写されていた文字も、数年

災害はいつどこで起きるかわかりません。起こ

ってしまうと私たちの生活は一変してしまいま

す。しかし、日ごろの備えによって、その被害を

予防、又は軽減することはできます。ですから、

普段から災害に対する考えを持ち、しっかりとし

た防災意識を持ちましょう。  
 
身近な群馬県で考えてみると、群馬県は県土の

３分の２が山地で、利根川をはじめ、数多くの河

川があります。梅雨前線や台風などにより大雨が

降った場合、土砂崩れや洪水などの災害が起こる

可能性があります。また最近は、台風の大型化や

「ゲリラ豪雨」、竜巻などの異常気象により、予

測できない場所での河川の氾濫や道路の冠水、住

宅の損壊などの大きな被害を与える可能性もあ

ります。さらに、浅間山や草津白根山など活動中

の活火山もあり、今後も警戒が必要です。 
 
災害による被害を予防したり軽減したりする

ためには、「自助」「共助」「公助」の連携による

地域防災力の向上が不可欠となります。 
 
自助（自らの命は自ら守る） 

災害が発生したとき、被害を最小限に抑えるた

めには、ひとりひとりが慌てず、適切な行動をと

ることが大切です。日頃から、非常時持出品や避

難先・避難方法等を確認し、落ち着いた行動がで

きるようにしておきましょう。 
 特に、非常時持出品の準備は防災の基本です。

日々の生活の必需品はもちろんのこと、乳児が居

る家庭では粉ミルクや紙おむつ、薬を欠かせない

方は処方箋等も含めて用意をしましょう。 
 
 

共助（地域での備え） 

平成７年に発生した『阪神・淡路大震災』では、

全壊かつ焼失する家屋内の要救助者の内、「家族」

「親戚」「近所の人」などにより救出された人の

割合は約７２％でした。 
 大災害が発生したとき、「消防」「警察」は、全

ての救助に対応することはできません。倒壊した

建物や、高齢者や障害者の避難支援等、隣近所に

よる助け合いが不可欠です。そのためには、自治

会や自主防災組織が行う防災訓練に積極的に参

加する等、地域一体となった防災意識の向上に協

力しましょう。 
 
公助(公的機関による救助・援助共助) 

群馬県では、災害から県民の生命や財産を守る

ため、24 時間体制で不測の災害や事故などに備え

ています。県の防災行政の大綱である「県地域防

災計画」を策定し、毎年見直しを検討するなど、

防災体制の充実を図っています。 

 

いざ災害が発生した場合、真っ先に力を発揮す

るのは、自分自身や地域の人たちとの協力です。

ですから、日常生活の中で、住民同士のつながり

を持ったり、災害時の行動などを想定したりする

ことはとても重要です。災害による被害を少なく

するためには、日頃からどのようなことに取り組

む必要があるのか、考えておくことがとても重要

だと思います。 

（お） 

 
営業２課・キャンペーン商品紹介 

 
☆ Biznet 

 
法人用通信販売サービスです。様々な商品を取り扱っています。 

 

程度の時間経過で薄くなっていってしまうこ

とがあります。そのため、長期保存には向きま

せん。メーカーとしては、23℃の屋内で多湿

を避け、直射日光の当たらない環境下で約 10
年の保存が可能としています。 

 
それでも、衛生面に気を使うような職場や、

長期保存の必要のない領収証や納品書などに

は重宝されています。 
 
今回のキャンペーンを機会に是非NCRをご

検討頂ければと思います。 
 

（K） 

圧力  


